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１ 趣旨  

 公共工事における低入札による工事の品質の低下、下請業者へのしわ寄せを防止す

るため、国の改正に準拠し、最低制限価格（２億円以下の場合に設定）および調査基

準価格（２億円超の場合に設定）の設定方法を改正する。 

 

 

２ 設定方法の改正内容 

   

 【改正前】 

   直接工事費の額、共通仮設費の額、現場管理費の２０％の額の合計額に消費税  

５％を加算した額 

                   

 【改正後】 

   直接工事費の９５％の額、共通仮設費の９０％の額、現場管理費の６０％の額、  

一般管理費の３０％の額の合計額に消費税５％を加算した額 

  ※参考 設定の範囲（変更なし） 

  ＜上限＞ 

   上記により算出した額が、予定価格に１０分の８．５を乗じて得た額を超える場合に   

あっては、予定価格に１０分の８．５を乗じて得た額 

  ＜下限＞ 

   上記により算出した額が、予定価格に３分の２を乗じて得た額に満たない場合にあっ 

ては、予定価格に３分の２を乗じて得た額 

 

 

３ 対象 

 随意契約を除くすべての建設工事 

 

 

４ 適用   

 平成２０年８月１日以降に入札公告を行う工事から実施する。 


